
 

 
 
 

 

 

 

 

寒い冬季への準備 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

● これから本格的な冬季が訪れます。日本国内では冬季に-10℃以下の低温まで冷える

場所でもモモの栽培事例があります。日本国内では気温が低いと収穫期が遅れるの

で、市場価格面から寒冷地における栽培には限界があります。 

● むしろ厳寒期の極低温よりも３月以降のやや暖かくなった時 

期における寒の戻りによる低温や４月の凍霜害が問題となる 

場合が多いかも知れません。 

● 枯死症といわれる樹が衰弱・枯死する障害が発生し、問題と 

なっています。発生原因として、強剪定に伴う大きな切り口 

からの組織の乾燥、胴枯れ病菌の侵入などがあげられます。 

● これに加えて主幹部を稲ワラで被覆することも有効です。 

長野県では、安く入手しやすい気泡緩衝資材に加工したアル 

ミ蒸着フィルムを被覆資材として推奨しています。 

● この処理は樹皮表面における極端な温度変動を回避し、樹体 

を健全に保つ有効な手段になるとされています。 

 

 

● ストーブ期間となりましたので生育期間に出来なかった話題も提供します。 

● 花の雌しべの下部にある膨れた部分を子房と呼びます。受精するとこの部分が肥

大して果肉になる果実を真果と呼びます。私達が普通に描く果実の出来かたです。

モモやスモモは代表的な真果であり、 

中央の核の中には種子があります。 

● 一方、偽果と呼ばれる果実もあり、子 

房以外の部分が肥大して果肉になりま 

す。リンゴやナシでは子房の下にある 

花托(かたく)が肥大して果肉になります。 

● この知識は通常、果実を食べるだけな 

ら必要ではありません。しかし、より 

深く理解して栽培するため、より美味 

しく味わうためにはあっても良い知識です。 

 

果実のどこを食べているのか？ 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨 県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 

偽果・真果における果肉肥大の違い 

アルミ蒸着フィルムによ 
る樹幹保護（長野県） 


